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先週下の子が在籍している小学校のPTA主催で「いわゆる不登校やHSという考え方について」というような集まりで話をする機会がありました。子どもは行ってないけど、私は関心のある部分でずっと学校に関わっているので知り合いも多く、声がかかったわけです。学校では得られない情報が欲しい、心配している親がほっとできるような集まりにしたい、というのが、PTAからの希望でした。

いやいや、やってみると、とてもいい集まりで参加者も予想を超える25人。　集まったお母さんたちは、実際渦中にあって涙ながらに思いを出す人、幼稚園で時々休みがちで心配な新１年生のお母さん、自分自身が学校に行ったふりしてお寺に隠れていた経験のあるお母さんなど。中にはよその学校（中学）から参加してくれた保護者もいて、これには教頭先生も、こういう場の必要性を強く感じる、と言って下さいました。教育の選択肢がほとんどない今の日本でHSを考えるとき、「不登校問題」は不可分です。私はHSという考え方は、しんどい不登校を楽にするという点でも、とても大きな意味があると感じています。
私の話を聞いて、「変ないい方だけど、『最悪』でも、岡さんみたいにやる方法もあるとわかって安心した」という感想も出て、みんな大笑いでした。ぜひまたこういう機会をもちたい、と先生もPTAの方々からも言われました。HSという形を続けながら地域の中でどう関わりながら暮らしていくかというのは、私の中で一つの課題です。

